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SBからは化学的処理によって製紙用のパルプ（引張指数と引裂指数がそれぞれ 50-68 N·m/gと 5.5 mN·
m2/g 程度）が得られることが報告されている。また，半化学処理法を用いて板紙用のパルプが得られるこ











響を明らかにした。化学的前処理を行わない場合には， SB パルプの引張指数と引裂指数は EFB パルプよ
りも大きかった。EFB パルプの最大強度を与える条件は，2%水酸化ナトリウムを用いる 121°C，2 時間の
前処理と 0.7 MPa，165°Cであった。興味深いことに，化学的前処理で EFBパルプの強度は向上するもの
の，SB パルプの強度は改善されなかった。第二に，繊維物性と加圧解繊直後に減圧排出されるパルプの固
形分濃度との関係を調べた。固形分濃度 55%の SB および EFB パルプのシート強度は，それぞれ湿潤パル
プのシート強度よりもやや高かった。これらの結果は，板紙と MDF ボード用の有望な原料繊維を SB およ
び EFBから製造できることを示している。 






度約 80％の乾燥繊維が得られた。なお，SB 繊維では固形分濃度は約 55％であった。さらに固形分濃度を
90％まで乾燥した繊維の分画と繊維長分析を行い，SB と EFB 乾燥繊維は，工場で製造した混合広葉樹材
MDFボード用の原料繊維とほぼ同等の品質を有することを示した。 
 以上を総括すると，著者は，インドネシアにおける製糖産業とヤシ油産業の持続的発展のために，主要な




               審   査   の   要   旨 
  
本論文は，インドネシアにおける製糖産業とヤシ油産業の主要廃棄物であるサトウキビバガスとアブラヤシ
空果房の現状，およびその利活用に関する知見について概説し，新たな利活用方法として，サーモメカニカル
パルプを製造する方法と改善条件を提案している。新規で有用な基礎的知見と技術的に信頼性のある方法が示
されており，インドネシアにおける製糖産業とヤシ油産業の持続的発展への貢献が期待できる。 
平成28年11月9日，学位論文審査委員会において，審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を行
い，本論文について著者に説明を求め，関連事項について質疑応答を行った。その結果，審査委員全員によっ
て合格と判定された。 
よって，著者は博士（生物資源工学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
